
概要
論文名『中国スポーツ政策における武術の競技化

：武当山武術の標準化を事例にして』

本研究は、中国スポーツ政策の下で進展した武当山武術の標準化と競技
化の過程を対象とし、その形成メカニズムと社会的意味をスポーツ人類
学的視点から明らかにすることを目的としています。
特に、中央政府と地方政府の政策的関与を通じて、武当山武術がいかに
「伝統」として再構築され、競技スポーツとして再編成されたのかを分
析した点に新規性があります。従来研究が技術体系や歴史記述に偏る中、
本研究は政策・文化・観光の相互作用に着目し、武術の現代的変容を総
合的に捉えています。
その成果は、伝統文化の再創造とスポーツ化の関係を理論的に深化させ
るとともに、中国武術研究およびスポーツ人類学分野への新たな視座を
提供するものです。
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